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研究成果の概要（和文）：本研究では、地震応答記録をもとに波動場を再構築する手法を通じて、建物の上部構
造の減衰特性、およびその振動数・振幅依存性を明らかにすることを目的とした。以下の成果を得た。１、建物
内各階の加速度記録を利用した逆解析により、上部構造における波動場を再構築するアルゴリズムを構築した。
さらに、実験データを用いた検証により、本手法の精度と安定性を確認した。２、得られた新しい波動場を用い
て、上昇波と下降波の伝達関数から各モードにおける減衰比の時間変化および振動数依存性を分析した。３、振
幅の大きさに応じて減衰比が非線形に変化する傾向があり、一定以上の振幅領域では、エネルギー消費機構の変
化が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the damping characteristics of the superstructure
 of buildings, as well as their dependence on frequency and amplitude, through a method that 
reconstructs the wavefield based on earthquake response records. The following findings were 
obtained:1.An algorithm was developed to reconstruct the wavefield in the superstructure using 
deconvolution analysis based on acceleration records from each floor of the building. The accuracy 
and stability of this method were confirmed through validation with experimental data.2.Using the 
reconstructed wavefield, the time variation and frequency dependence of the damping ratio in each 
mode were analyzed based on the transfer functions of up- and down-going propagating waves.3.It was 
observed that the damping ratio exhibits a nonlinear change depending on the amplitude. In the 
amplitude range beyond a certain threshold, changes in the energy dissipation mechanism were 
suggested.

研究分野：地震工学

キーワード： 波動場再構築　構造減衰特性　振動数依存性　振幅依存性　構造健全性評価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、建物内の加速度記録をもとに、波動場を再構築する新たな手法を提案するものである。これによ
り、振動数依存性や振幅依存性を含む減衰特性を詳細に評価することが可能となった。特に、地震応答中におけ
るモードごとの時間変化を含む減衰挙動を可視化・定量化できる点において、構造動力学および地震工学分野に
新たな視点を提供するものである。
本研究で得られた手法により、建物が大地震時にどのようにエネルギーを消費し、どのような状態で損傷に至る
かをより現実的に把握することが可能となる。これにより、安全性評価の高度化や設計基準の見直しにも貢献
し、地震被害の軽減と安心・安全な都市づくりに資することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究種目名　　　

  波動場の再構築により上部構造のみの減衰及びその振動数と振幅依存性に関する検討

22K04417  基盤研究(C)（一般）

本研究では、地震応答記録をもとに波動場を再構築する手法を通じて、建物の上部構造の減衰特性、およびその振動数・振幅依存性を明らかにすることを目的と
した。以下の成果を得た：１、建物内各階の加速度記録を利用した逆解析により、上部構造における波動場を再構築するアルゴリズムを構築した。さらに、実験
データ（振動台実験や実地観測データ）を用いた検証により、本手法の精度と安定性を確認した。２、得られた新しい波動場を用いて、上昇波と下降波の伝達関
数から各モードにおける減衰比の時間変化および振動数依存性を分析した。その結果、特に高振幅時において非線形減衰挙動が顕著に観測された。３、振幅の大
きさに応じて減衰比が非線形に変化する傾向があり、一定以上の振幅領域では、エネルギー消費機構の変化が示唆された。この傾向はRC構造およびS造において
も共通して観察され、構造形式に応じた減衰特性の違いが整理された。本研究の成果は、上部構造の健全性評価や地震後の被害診断における減衰特性の理解に資
するものであり、今後のリアルタイムモニタリング技術への応用が期待される。
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